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～～  
終終
いい
天天
神神  

～～  

天
神
さ
ま
こ
と
菅
原
道
真
公
は
、
ご
誕
生
、
ご
昇

神
の
両
日
と
も
二
十
五
日
で
あ
ら
れ
た
事
か
ら
毎
月

二
十
五
日
は
天
神
さ
ま
の
御
縁
日
と
さ
れ
ま
す
。
中

で
も
十
二
月
二
十
五
日
は
年
内
最
後
の
縁
日
と
い
う

事
で
、
特
に
終
い
天
神
と
も
い
い
ま
す
。 

戦
後
は
欧
米
化
の
影
響
で
、
同
じ
く
二
十
五
日
の

ク
リ
ス
マ
ス
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
為
、

現
今
は
終
い
天
神
の
影
は
薄
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
か
つ
て
は
終
い
天
神
が
年
内
最
後
の
賑
わ
い

で
あ
り
そ
の
お
参
り
は
人
々
の
楽
し
み
で
し
た
。 

季
節
的
に
は
寒
さ
が
い
よ
い
よ
本
格
化
す
る
時
期

で
す
が
、
天
神
さ
ま
の
代
名
詞
と
も
い
え
る
梅
の
花

(

早
咲
き)

は
こ
の
頃
か
ら
咲
き
始
め
、
十
二
月
二
十
五

日
は
、
梅
の
香
り
立
つ
、
終
い
天
神
の
日
と
い
う
事

も
忘
れ
ず
に
い
た
い
も
の
で
す
。 

 

～～  

初初
詣詣
のの
ごご
案案
内内  

  

～～  

当
神
社
で
は
例
年
通
り
御
本
社
、
御
旅
社
と
も
に 

 

一
月
一
日 

 
 

午
前
０
時
～
午
後
五
時
頃
ま
で
開
門 

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
新
年
の
お
守
り
、
御
神
札
な

ど
の
授
与
も
午
前
０
時
か
ら
開
始
致
し
ま
す
。 

今
年
一
年
間
の
ご
奉
告
と
、
来
年
一
年
間
の
無
病
息

災
を
併
せ
て
初
詣
に
ど
う
ぞ
お
参
り
下
さ
い
。 

 

～～  

御御
神神
札札
のの
祀祀
りり
方方  

～～  
 

基
本
的
に
は
、
お
受
け
に
な
ら
れ
る
方
が
一
番
大

事
に
し
た
い
神
さ
ま
の
御
神
札
を
お
祀
り
に
な
ら
れ

れ
ば
結
構
で
す
が
、
本
義
に
基
づ
い
て
お
祀
り
さ
れ

る
の
で
あ
れ
ば
、
①
伊
勢
神
宮
、
②
地
元
の
氏
神
さ

ま
の
御
神
札
、
③
個
人
的
に
崇
敬
さ
れ
て
い
る
お
宮

の
御
神
札
を
お
祀
り
さ
れ
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。 

        

～～  

新新
年年
祈祈
祷祷
にに
つつ
いい
てて  

～～  
 

新
年
の
ご
祈
祷
に
つ
き
ま
し
て
は
必
ず
年
内
に
御

電
話
等
で
ご
予
約
下
さ
い
。
飛
び
入
り
で
は
お
断
り

す
る
事
も
ご
ざ
い
ま
す
。
な
お
、
一
月
四
日
か
ら
十

日
に
か
け
て
は
、
茶
屋
町
の
御
旅
社
で
は
ご
祈
祷
は

お
受
け
付
け
出
来
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。 

  

御
本
社
＝
〇
六-

六
三
六
一-

二
八
八
七 

  

御
旅
社
＝
〇
六-

六
三
七
一-

一
五
八
六 

 

～～  

氏氏
地地
案案
内内
「「
堂堂
山山
町町
」」  

～～  

当
宮
は
氏
地
と
し
て
、
旧
北
野
村
村
域
で
あ
る
、

北
野
連
合
、
梅
田
東
連
合
と
、
万
歳
町
、
西
天
満
六

丁
目
、
中
崎
西
二
丁
目
一
部
、
曽
根
崎
一
丁
目
一
部

の
氏
神
さ
ま
と
し
て
鎮
座
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

氏
地
案
内
の
二
回
目
は
当
宮
御
本
社
の
西
側
に
位

置
し
ま
す
堂
山
町
に
つ
い
て
で
す
。 

堂
山
町
の
名
の
由
来
は
御
本
社
の
南
西
に
あ
り
ま

す
太
融
寺
の
お
堂
の
一
つ
が
こ
の
町
内
あ
た
り
に
あ

っ
た
と
い
わ
れ
、
そ
こ
か
ら
名
が
起
こ
っ
た
と
さ
れ

ま
す
。
か
つ
て
の
太
融
寺
は
七
堂
伽
藍
を
構
え
る
大

き
な
寺
院
で
あ
り
、
町
内
に
は
「
堂
の
後
」
と
い
う

地
名
の
小
字
も
あ
り
ま
し
た
。 

中
心
を
東
西
に
貫
く
東
通
り
商
店
街
の
道
筋
は
当

宮
由
緒
に
よ
れ
ば
、
天
神
さ
ま
が
歩
か
れ
た
道
と
い

わ
れ
、
天
神
さ
ま
に
頭
を
垂
れ
た
「
片
葉
の
芦
」
の

伝
説
も
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。 

江
戸
時
代
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
は
現
在
の
フ

リ
ー
マ
ケ
ッ
ト
の
よ
う
な
北
野
青
物
市
場(
通
称 

屋

根
無
し
野
市)

も
開
か
れ
て
お
り
、
当
宮
の
夏
祭
の
際

に
は
大
い
に
賑
わ
っ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
こ
の
市
場

へ
物
資
を
運
ぶ
為
の
水
路(

天
満
堀
川
の
掘
割)

も
通

っ
て
お
り
、
近
在
農
村
か
ら
の
物
流
拠
点
で
も
あ
っ

た
よ
う
で
す
。 

戦
後
は
歓
楽
街
と
し
て
大
き
く
開
発
が
進
み
、
現

代
で
は
日
本
屈
指
の
繁
華
街
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

当
宮
の
門
前
町
と
し
て
栄
え
始
め
た
歴
史
あ
る
町

で
す
が
、
常
に
発
展
と
開
発
が
続
い
て
お
り
、
動
き

続
け
る
大
阪
ら
し
い
町
と
い
え
ま
す
。 

 

神神
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ド
コ
モ
、
ソ
フ
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秀 
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三社造りの神棚の場合 

一社造りの神棚の場合 

(神宮大麻を先頭に、 

重ねてお祀りします) 


